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下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第七号及び同法施行令第 107条第
二号 (間仕切壁 (非耐力壁):1時間)の規定に適合するものであることを認める。

記

認定番号

FP060NP-0383(1)

認定をした構造方法等の名称

両面・両面ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板・強化せつこうボー ド

張/軽量鉄骨下地間仕切壁

認定をした構造方法等の内容

別添の通り

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。

2:

3。



別添

1.構造名
両面 。両面ボード用原紙張ガラス繊維混入せっこう板・強化せっこうボー ド張/軽量鉄骨下地問仕切壁

2.寸法
壁高及び壁幅については、構造計算等により構造安全性が確かめられた寸法とする。

3。 材料構成等

目項 製 品 仕 様

①

下

地

材

用

面

材

上張 り材 両面ボード用原紙張ガラス繊維混入せっこう板
規格 :不燃材料認定番号 NM-9645
形状 :平板
表面の形状 :平滑
端部の形状 :スクエアー、テーパー又はベベル
厚さ (llm):9。 5012。 5015± 0。 5
かさLヒ重 :1.30± 0.13

大きさ lmml:606(± 3)～ 1,210× 1,820～ 4,500(士 助
(*大きさは一般部における寸法を示す。)
日地部 (一般部)の納まり :a又は bのいずれかによる。
a。 突付け張り

b.目 透かし張り

目透かし幅 (llun):3～ 12.5

下張 り材 強化せっこうボー ド

規格 :不燃材料認定番号 NM-8615 GB―FⅣ))
形状 :平板
表面の形状 :平滑
端部の形状 :スクエアー、テーパー又はベベル

厚さ (lnm):21025± 0。 5

かさ比重 :0。 75以上
大きさ (mm):606(± 3)～ 1,210× 1,820～ 4,500(± 3)
(*大きさは一般部における寸法を示す。)

②

下

地

材

上部及び下部ラ

ンナー (以下、上

下ランナーとい

う。 )

材料名及び規格 :aか ら fのいずれかによる。
a.溶融亜鉛めっき鋼板 (JIS G 3302)
b.電気亜鉛めっき鋼板 (JIS G 3313)
c。 溶融アルミニウムめっき鋼板 (JIS G 3310
d。 溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 (JIS G 331η
e.溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (JIS G 3321)
f.溶融亜鉛一アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板 (JIS G 3323)
形状 0寸法 mml:aか らcのいずれかによる。
a.E-65(± 0.5)～ 1,000× 30(± 1。 0)～ 75、 厚さ 0。 4以上
b.L-65(± 0。 5)～ 1,000× 30(± 1。 0)～ 74× 31(± 1.0～ 75、 厚さ 0.4以上
co L-30(± 0.5)～ 100× 55(± 1.0～ 75、 厚さ 1。 0以上
取付け方法 :上記 cの形状のランナーを用いる場合は 2本を併用する。
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目項 製 品 仕 様

②

下

地

材

間柱 (スタッド) 材料名及び規格 :材料名及び規格は前記の上下ランナーに同じ。
形状・寸法 (llun):a又は bのいずれかによる。
a.□ -65(± 0.5)～ 1,000× 45(± 1。 0)～ 75× 10(± 2。 0)～ 32、 厚さ 0.4以上
b.□ -65(± 0.5)～ 1,000× 45(± 1。 0)～ 75、 厚さ 0.4以上

取付け間隔及び中空部の厚さ

共通間柱構造の場合

取付け間隔 (llm):606以下

中空部の厚さ価m):65～ 1,050
千鳥間柱構造の場合

取付け間隔 lmm):303以下

中空部の厚さ mml:66～ 1,050
並列間柱構造の場合

取付け間隔 mml:606以下
中空部の厚さ価ml:131～ 2,050

振れ止め (必要

に応じて取付け

る。 )

材料名及び規格 :材料名及び規格は前記の上下ランナーに同じ。
形状・寸法 lm‖ :a又は bのいずれかによる。
a.E-19(± 1.5)～ 50× 10(± 1.5)～ 20、 厚さ 0.4以上
b.□ -19(± 1.5)～ 50× 10(± 1。 5)～ 20× 5(± 1.0)～ 20、 厚さ 0。 4以上

③

副

構

成

材

料

間柱 (スタッド)

用スペーサー

(必要に応じて

取付ける。)

材料名及び規格 :材料名及び規格は前記の上下ランナーに同じ。
厚さ価J:0。 4以上

敷目板 (必要に

応 じて取付け

る。 )

種類等 :下記のいずれかによる。

せつこう板、せっこうボード、強化せっこうボード、不燃積層せっこうボード、
繊維強化セメント板、グラスウール (10 kg/m3以上)、 ロックウール (10 kg/m3以
上)、 グラスファイバーフェルト(10 kg/m3以上)又はロックウールフェルト(10
kg/m3ルス」L)

寸法 (llm):厚さ 1以上、幅 40以上

鋼板 (必要に応

じて取付ける。)

材料名及び規格 :材料名及び規格は前記の上下ランナーに同じ。
厚さ師浦 :1.2以下

大きさ lm耐 :幅 1,000以下、長さ 2,980以下

取付け位置 :aか らcのいずれかによる。
a。 間柱 (スタッド)表面

b.敷目板表面

c.下張り材表面

取付け面積の割合

30(± 3)%以下 (片面あたりの壁面積に対する鋼板の占める割合)

‐2-
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目項 製 品 仕 様

③

副

構

成

材

料

ランナー用スペ

ーサー (必要に

応じて取付け

る。)

種類等 :下記のいずれかによる。

せっこう板、せっこうボード、強化せっこうボード、不燃積層せっこうボード、

繊維強化セメント板、グラスウール (10 kg/m3以上)、 ロックウール (10 kg/m3以

上)、 グラスファイバーフェルト(10 kg/m3以上)、 ロックウールフェルト(10 kg/m3

以上)又は亜鉛めっき等鋼板

寸法 lmm)

せっこう板、せっこうボード等

厚さ 1以上、30以上×30以上

亜鉛めっき等鋼板

a又は bのいずれかによる。

a.匡 -1以上×30以上、幅 30以上、鋼板の厚さ0.4以上

bo L-1以 上×10以上×30以上、幅 30以上、鋼板の厚さ0.4以上

取付ける間柱 (スタッド)の配列の種類

千鳥間柱構造

緩衝材 (必要に

応じて取付け

る。)

種類等 :種類等は前記の敷目板に同じ。

寸法 lmml:厚 さ 1以上、幅 5以上

取付ける間柱 (ス タッド)の配列の種類

千鳥間柱構造又は並列間柱構造

タッピンねじ、

ステープル、接

着剤等

下張り材取付け用

タッピンねじ

寸法 (m耐 :φ 3。 5以上×L32以上

留付け間隔 (lllm):300以 下

上張り材取付け用

a.ス テープル

寸法 lmml:幅 4以上、長さ 19以上

留付け間隔 mml:300以下
b。 接着剤

種類 :下記のいずれかによる。

酢酸ビニル樹脂系、アクリル樹脂系、ウレタン樹脂系、エポキシ樹脂系、

ポリアミド系、ポリサルファイド系、シリコーン系、合成ゴム系、せっこ

う系又は炭酸カルシウム系

塗布量億/mり :100～ 900

塗布間隔価耐 :300以下

c。 タッピンねじ

寸法 lm‖ :φ 3.0以上×L20以上

留付け間隔 lmm):1,800以下

取付け方法

上記 aと bで下張り材に取付け、必要に応じて、cを併用して、間柱 (ス タッ
ド)又は鋼板に取付ける。

-3-
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目項 製 品 仕 様

③

副

構

成

材

料

タッピンねじ、

ステープル、接

着剤等

敷目板仮留め用

a.タ ッピンねじ

寸法 (lnm):φ 2.8以上×L10以上

b.粘着テープ又は両面粘着テープ

粘着材の種類 :下記のいずれかによる。

アクリル樹脂系、ポリアミド系、天然ゴム系又は合成ゴム系

寸法 (llun):厚さ 3以下、幅 75以下

c.接着剤

種類 :前記の上張り材取付け用接着剤に同じ。

塗布量 (g/mり :400以下

取付け方法

上記 aか らcのいずれかで間柱 (ス タッド)又は上下ランナーに取付ける。

鋼板仮留め用

ac接着剤

種類 :前記の上張り材取付け用接着剤に同じ。

塗布量億/mり :400以下 (有機質量 165g/m2以下)
beステープル

寸法 (mml:幅 4以上×長さ 10以上
c.タ ッピンねじ

寸法 価ml:φ 2。 8以上×L10以上

d。 粘着テープ又は両面粘着テープ

粘着材の種類 :前記の敷目板仮留め用粘着テープ又は両面粘着テープに同じ。

質量 (g/mり :160以下
e.リ ベット

寸法 (mm):φ 2。 8以上

取付け方法

上記 aか らeのいずれかで間柱 (ス タッド)、 敷目板又は下張り材に取付ける。

緩衝材仮留め用

a.タ ッピンねじ

寸法 (llun):φ 2。 8以上×L10以上

b.粘着テープ又は両面粘着テープ

粘着材の種類 :前記の敷目板仮留め用粘着テープ又は両面粘着テープに同じ。

寸法 価J:厚さ 3以下、幅 75以下
c.接着剤

種類 :前記の上張り材取付け用接着剤に同じ。

塗布量億/mり :400以下

取付け方法 :上記 aか らcのいずれかで間柱 (ス タッド)に取付ける。
下張り材目地部

シーリング材

(上張り材目透か

し部 (必要に応じ

て充てんする。)

種類等 :下記のいずれかによる。

ポリウレタン系、アクリル系、アクリルウレタン系、ポリサルファイド系、ポ

リイソブチレン系、シリコーン系又は変成シリコーン系

1箇所あたりの充てん量億):0。 01以上

上張 り材目透か

し部断熱材

ロックウール板

規格 :不燃材料認定番号 NM-2615

厚さ (Inm):4(± 0。 4)以上

幅 (mnl):3～ 12.5

長さ価J:606以上
(*長さは一般部における寸法を示す。

密度化g/mり :200± 20

-4-
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目項 製 品 仕 様

③

副

構

成

材

料

壁端部 (柱 0は り

等との取り合い

部)の仕様及び

その処理材 (充

てん材)

下張り材又は上張り材のどちらか一方に、あるいはこの両者に日透かしを設ける
場合は、それぞれの目透かし幅は 10 mll以下とする。下張り材の目透かし部には、
次の aか らcのいずれかを厚さ 21 mm以上充てんする。
a。 シーリング材

種類 :下記のいずれかによる。

ポリウレタン系、アクリル系、アクリルウレタン系、ポリサルファイド系、
ポリイソブチレン系、シリコーン系又は変成シリコーン系

b.ロ ックウール、ロックウール保温板、ロックウールフェルト、ロックウール
モルタル又はグラスファイバーフェルト

密度 (kg/mり :10以上
c。 せっこう系又は炭酸カルシウム系無機質充てん材

-5-
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4.構造説明図

(1)透視図

(2)水平断面図

下部ランナー＼
1言#M曲げ講謁町

――――J

|

(単位 :mm)

~:~~~

ステープル

*l 鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張り材との間又は下張り材と上張り材との間

*2 振れ止めは必要に応じて取付ける
*3 日透かし張りとする場合に設ける
下張り材目地部シーリング材は必要に応じて充てんする

1,000以 下、厚1.2以下 )

A方向垂直断面図

___」型■____¬

√
~丁司5～ 1淵:釜雛瑞文覇缶繁型堕―

ヽ 室査k饉量金上ュ以上、

“

∞以■

180

タッピンねじ

鋼板は必要に応 じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張 り材との間又は下張り材と上張り材との間

目透か し張 りとする場合に設ける
下張 り材目地部シーリング材は必要に応 じて充てんする

り
し幅 0の場合

上部ランナー

(L-65～ 1,000× 30～ 74X31～ 75、
(L-30～ 100× 55～ 75、 厚1.0以上)

両面ポード用原紙張
ガラス繊維混入せっこう板

下張 り材目地部シーリング材 *2

上張り材目透かし部断熱材 *2

タッピンねじ

日透かし張 り
(目 透かし幅 3～ 125)の 場合

-6-
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(3)断面詳細図
①共通間柱構造 (単位 :mm)

上部ランナー
E-65～ 1,000X30～

(こ -30～
11000× 30-7
100× 55～ 75、

X31～ 75、
厚 1.0以上 )

12.5以 下 I

(目 透かし幅 0}の場合    (日 透かし幅 3～ 125)の 場合

上 _________一 一―一一――一
―
輿 」

＼`ヽ＼飛晨五裂LLL』Ш.n
＼`、      り

タッピンねじ

//玉
φ3.5以上×L32以上、■300以下)

雰ワダ轟盛覆貝警誓こぅ板
(厚 9.5012,5・ 15)

の場合L形ランナー

*2(E-19～50×

FFIL        
＼ ＼
＼ 、

寺≡詐キ器醤卜殊塀野響当π圧冷＼＼

A方 向水平断面図

「
~~~興 ~~~~可

＼

＼)＼

ミ

B方向垂直断面図

突付け張り

中ヽ Ⅵ普夢7晃 iご三二

‐ II■口F三==誦到Iヨ汀
~T

~|…

|

ユニ興 ―
,000× 45～

|    |    1関 」,∞01ビl“ 0
|~~~~瓦 ~1可 ~~~~~~~」 塁

汗

重
― T 一 +劉 ～25  1

*1 鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張り材との間又は下張り材と上張り材との間

*2 振れ止めは必要に応 じて取付ける

*3 目透かし張りとする場合に設ける
下張り材目地部シーリング材は必要に応じて充てんする

寺三十 ■二毒慕 :葺券九 量聾L_1

賛喬泄900ノr)  ゝ 林ぶ瓦蕊
1・

両面ボード用原紙張
ガラス繊維混入せっこう板
9.5・ 12亜■lEL____

ステープル
~~~       ヽ         12.5以 下J゛N＼d互ヨ極上o30似つ

i    =墨 Ш以下)＼ご
＼`
、下張り材目地部シーリング材 *3

＼、上張 り材 目透か し部断熱材 *3

‐7

(目 透かし幅 3～ 125)の場合
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②共通間柱構造 (敷目板仕様)

上部ランナー
-65～ 11000X30～ 7
-65～ 1,000× 30～

厚 1.0以 上 )(L-30～ 100X55～ 75、

(単位 :mm)

_10以 下

。12.5015

強化せっこうボード＼`ヽ`
、_【EE2]・ 25)   _

両面ボード用原紙張
ガラス繊維混入せっこう板

ンナーの場合L形ラ

12.5以下

=

*2(E一 19～ 50× 1

ヽ

タッピンねじ

1  /
3.5 洪上 ×

606以 下

A

下部ランナー

→任喜濡奎十器器遷器ヨ需i選尋≒暑Ч議蘭4以上)｀＼、、、＼
A方 向水平断面図

以上 )

鋼板 *l
(幅 1,000以 i.2以 下 )

料 器摂器諄召艶離ぜ警弘ユー

12.5以下`ヾ く
0300以下 )

じ
Ⅸ一］

＼、＼
11＼ ＼、菫 り材目地部シーリング材*3

湿 塑̈ 重興

鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と敷目板との間、敷目板と下張り材との間
又は下張り材と上張り材との間

振れ止めは必要に応じて取付ける

目透かし張りとする場合に設ける
下張り材目地部シーリング材は必要に応じて充てんする

呻

委言墨薦ι幅0の場合 最瞥継ふじ羅3¬ 29の場合

B方向垂直断面図

突付け張り
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③千′鳥間柱構造 (敷目板仕様)

上部ランナー

-55-11000× ×31～ 75、
(こ -30～ 100× 55～ 75、 厚 1.0以上 )

鋼板*1週団,000以下、厚1.2以

12.5以 下

=

吋

タッピンねじ
」m豊 型とヒ型重笙上二」2300以mヘ

百 ＼
:｀

A方 向水平断面図

ヽ

(単位 :mm)

雰ワ変轟基塁気響誓こぅ板
(厚 9.50]2.5015

強化せっこうポード
＼  (厚 21・ 25)

*2(E-19～50×

｀
二ヽ

1山
下

B方向垂直断面図

一
一

´

―
一
― ― 一 ― 一

里

3以 下

_____―

―
一 ―

―
一

-4

|

|

＼＼

＼

哺
一　
嘘

――

り

／

L形ランナーの場合

121ぶ ミ

1ヽ   ミ
幅5以上 )

ステープル
以上×

＼互張り材目地部シーリング材*4

＼上張り材目透かし部断熱材 *4

鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と敷目板との間、敷目板と下張り材との間
又は下張り材と上張り材との間

振れ止めは必要に応じて取付ける

緩衝材は必要に応じて取付ける

目透かし張りとする場合に設ける
下張り材目地部シーリング材は必要に応じて充てんする

脊曾墨ぶじ幅0の場合   最奮釜ふじ昌3～ 125)の場合
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④千鳥間柱構造 (スペーサー仕様)

上部ランナー
-66～ 1,000X30～

(単位 :mm)

-10以 下

L-30～ 100× 55～ 75、 厚 1.0以上 )

12.5以 下

=

雌
   {:言
I]::ミ
1姜美|,1信 |し;:ギ≒信キテ1祥

'Ef号

』L42と二二とヽ、、、

タッピンねじ
_盤止型堕L整避里上二〇300以 正)ヘ

下部ランナー

カ静菊ヽ

||＼＼ぜ整生垂直生上

鋼板 *1幅1000以下、日.椒正三   潔腎話群器器瑞響こ響 4以J_

=‐‐・阜   軍饗

ステープル
、(4以上×19

ペーサー*2

トーーーーーーーーー型墜壁二―_____――一{
|          |

・=¬鶉 可肩
~~I

|   |
|“
t剛
14圃~~~~許~1~耳 ~――蔦哉「―+劉_51

＼
、＼
＼
　
＼
＼

A方 向水平断面図

鋤い　　　＼＼＼＼いヽ＼＼ヽ

こ班    ―
工＼＼さ＼ 塑里

TMて 1`五主 二■                          ＼ 上張 り材 目透か し部断熱材 *4

鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

F33柱 と下張り材との間又は下張り材と上張り材との間

せつこう板、せっこうボー ド等 (厚 さ1以上、30以上×30以上 )
亜鉛めっき等鋼板 (匡 -1以上×30以上、幅30以上、厚0.4以上 )

(L-1以上 X10以上×30以上、幅30以上、厚0_4以上)
*3 緩衝材は必要に応じて取付ける

*4 目透かし張りとする場合に設ける
下張り材目地部シーリング材は必要に応じて充てんする

L形ランナーの場合

目透かし張り
(目 透かし幅 3～ 125)の 場合

B方向垂直断面図

突付け張り
(目 透かし幅 mの場合 (目 透かし幅 3～ 125)の場合
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⑤千鳥間柱構造 (敷目板仕様及びスペーサー仕様)

上部ランナー

雌       辟⊥Щ＼

タッピンねじ

…

叫

下部ランナー                 
｀
＼、

モ嘲針淵酬瞬爾碍鵠 可下、＼(
A方向水平断面図

ガラス繊維混入せっこう板
(厚 9.5・ _12.5_・ 15)__

B方向垂直断面図

‐=                ‐珊

(単位 :mm)

、、充てん材

雰ワず轟基偲民警誓こぅ板

、上張り材目透かし部断熱材*4

ステープル
＼、玉型墜上2⊆旦以量■_■IEttln

、猛泄
"堕
m笠

L形ランナーの

ボード

2坤 丞曇 壺上

日透かし張り
(目透かし幅 3～ 125)の場合

十 一 一
―

一 一 ― ―
―

― ―
一 ―

型 塾

下

  _____―

―
― 一

― -4

麹 幽 理 麹 哩 と    |         |

両面ポード用原紙張

:渕

―― ― i

突付け張 り
(目 透かし幅 創の場合

＼
＼

*1 鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と敷目板との間、敷目板と下張り材との間
又は下張り材と上張り材との問

*2 せっこう板、せっこうボード等 (厚 さ1以上、30以上 X30以上 )
亜鉛めっき等鋼板 (E-1以上 X30以上、幅30以上、厚0.4以上 )

(L-1以上×10以上×30以上、幅30以上、厚0.4以上 )
*3 緩衝材は必要に応じて取付ける

*4 目透かし張りとする場合に設ける
下張り材目地部シーリング材は必要に応じて充てんする
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⑥並列間柱構造

上部ランナー
-65～ 1,000× 30～
-55～ 1,000× 30～
(L-30～ 100× 55～ 75、

_鋼板 *1(幅 1,000以 下、厚1.2以
・

＼

A方 向水平断面図

(単位 :mm)

__10以下

両面ポード用原紙張
ガラス繊維混入せっこう板

こ形ランナーの場合

・12.501

＼``＼、費獣マ晃Fボ
~ド

-19～ 50X10～

、、上張 り材 目透かし部断熱材 *4

タッピンねじ
_壺量遇⊇盤型

万7~~~=l堕_

606以 下
―
一
― ― ― ― 一 ― ― ―

^―

|

|

―

(器      

―曇

:=‐‐‐雁:岬 ‐ 三 w I革 百「5-15~す
蘭    12i～ 25
-   ―一―†‐

袂
上
「
暇

×
厚

/夕
/

鋼板 *1
(幅1.鯉以下、厚1=2以下)

強化せっこうボード

192
～2,080

以 下

ヽ
目
ｈ

ヽ
、
、

ヽ
、
     _

＼  二 ＼
＼
、上張り材目透かし部断熱材 *4

鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張り材との間又は下張り材と上張 り材との間

振れ止めは必要に応じて取付ける

緩衝材は必要に応じて取付ける

目透かし張りとする場合に設ける
下張り材目地部シーリング材は必要に応じて充てんする

-12-

B方向垂直断面図

委曾墨寮ι幅0の場合   最奮塞ふじ是3～ 125)の場合

FP060NP-0383(1) 
12 / 15



12.5以 下 工

揚

―
橿競雌甲配静為け＼
A方向水平断面図

⑦並列間柱構造 (敷目板仕様)

上部ランナー
-65～ 1,000X30～
一bb～ 1,U00X30～
L-30～ 100× 55～ 75、

X31～ 75、
厚1.0以上 )

委曾墨殊ι幅0の場合   艮奮墓ふじ織3～ 125)の場合

＼
ヽ

＼＼上張り材目透かし部断熱材 *4

__=堕

,/チ
;/

/

トーーーーー
ー
ーー上 __1堕塑二 _____

|         |

(単位 :mm)

4_10以下

二形ランナーの場合

κ″

上 叫
*1

）、
1=000以下、_El.2以下) 需針冊 雛器鼎厨響蛙L

正三
「
15-丁 5~
1 21-25

―

|

|

1133～2,050

＼、上五ユ埜旦透かし部断熱材*4

*1 鋼板は必要に応じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と敷目板との間、敷目板と下張り材との間
又は下張り材と上張り材との間

振れ止めは必要に応じて取付ける

緩衝材は必要に応じて取付ける

目透かし張りとする場合に設ける
下張り材目地部シーリング材は必要に応じて充てんする

「

~~~~ ・　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐９

”

＼ヽ ＼

幕
一　
　
崩

化せっこうボード
1・ 2⊇ ____

接着剤

B方向垂直断面図

し幅 3～125)の場合

//

== :=型 ・・壕 」盤 _■
ヽ
ヽ

…

但 1

突付け張り
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5。 施工方法

(1)上下ランナーの取付け
上下ランナーを取付ける位置に墨出しを行う。上下ランナーは、躯体にランナー固定金物 (打込み
ピン、ボルト、ねじ、くぎ、バッファーピン等)、 或いは溶接にて (必要に応じてランナー受けピース
を介して)、 900111m以下の間隔で取付ける。L形ランナーを用いる場合は、2本を併用し、前記と同じ
方法で取付ける。

(2)間柱 (スタッド)の取付け

間柱 (スタッド)を あらかじめ現場の寸法に合わせて切断する。共通間柱構造及び並列間柱構造の場
合は、間柱 (スタッド)を 606 11un以下の間隔で、千鳥間柱構造の場合には、間柱 (スタッド)を 303 mm以
下の間隔で上下ランナーに差し込んで取付ける。

E形タイプの間柱 (スタッド)を使用する場合は、必要に応じて、そのフランジ相互に、間柱 (ス タ
ッド)用 スペーサーを挿入する。

千鳥間柱構造の間柱 (スタッド)は、必要に応じて、ランナー用スペーサーを上下ランナーと問柱 (ス
タッド)との間の中空部に挿入して、上下ランナーに取付ける。
(3)振れ止めの取付け
必要に応じて、振れ止めをあらかじめ現場の寸法に合わせて切断し、間柱 (ス タッド)の側面の切欠
き部に差し込んで取付ける。

И)鋼板の取付け (間柱 (ス タッド)と敷目板又は下張り材との間に取付ける場合)
必要に応じて、鋼板を間柱 (ス タッド)と敷目板又は下張り材との間に使用する場合は、あらかじめ
現場の寸法に合わせて切断した鋼板を間柱 (スタッド)の片面又は両面に接着剤、タッピンねじ、粘着
テープ、両面粘着テープ又はリベットで取付ける (必要に応じて鋼板に下穴を開ける)。
(5)敷目板の取付け
必要に応じて、敷目板をタッピンねじ、粘着テープ、両面粘着テープ又は接着剤で間柱 (ス タッド)
又は上下ランナーに仮留めする。

(6)緩衝材の取付け
必要に応じて、必要な長さの緩衝材をタッピンねじ、粘着テープ、両面粘着テープ又は接着剤で間
柱 (スタッド)に取付ける。

(7)鋼板の取付け (敷目板と下張り材との間に取付ける場合)
必要に応じて、鋼板を敷目板と下張り材との間に使用する場合は、あらかじめ現場の寸法に合わせ
て切断した鋼板を壁面の片側又は両側の敷目板の表面に接着剤、タッピンねじ、粘着テープ又は両面
粘着テープで取付ける (必要に応じて鋼板に下穴を開ける)。
(8)下張り材の取付け
下張り材をあらかじめ現場の寸法に合わせて切断し、φ3.5 mm以上×L32 mm以上のタッピンねじで
300 mm以下の間隔で間柱 (ス タッド)に留付ける。

(ω 鋼板の取付け (下張り材と上張り材との間に取付ける場合)
必要に応じて、鋼板を下張り材と上張り材との間に使用する場合は、あらかじめ現場の寸法に合わ
せて切断した鋼板を壁面の片側又は両側の下張り材の表面に接着剤、ステープル、タッピンねじ、粘
着テープ又は両面粘着テープで取付ける (必要に応じて鋼板に下穴を開ける)。
(10上張り材の取付け
上張り材は、突付け張り又は目透かし張りとする。
上張り材をあらかじめ現場の寸法に合わせて切断する。接着剤を上張り材の裏面に塗布する。こ
の時、接着剤の塗布間隔は 300 mm以下とし、接着剤の塗布量は 100～ 900g/m2と する。
上張り材は、その目地が下張り材の目地と重ならないよう、また、日地部を突付け張りとする場
合は、相互の上張り材を突付け、日透かし張りとする場合は目透かし幅を 3～ 12.5 11unとなるよう配
置し、幅 4 mm以上、長さ 19 mm以上のステープルで 300 mm以下の間隔で下張り材に取付ける。ただし、
鋼板の取付け部分はステープルを取付けなくてもよい。

日地部を目透かし張りとした際には、必要に応じて、当該目透かし目地の直下に位置する下張り
材の目地部にシーリング材 (1箇所あたり 0。 01g以上)を充てんする。その後、日透かし部に、日透か
し部断熱材 (幅 3～ 12。 5 mJを隙間なく挿入する。
必要に応じて、タッピンねじで 1,800 1nm以下の間隔で間柱 (ス タッド)又は鋼板に留付ける。
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(H)壁端部の処理
下張り材又は上張り材のどちらか一方に、あるいはこの両者に目透かしを設ける場合は、日透か
し幅を 10 mm以下とする。目透かしを設けた場合の下張り材の目透かし部には、処理材 (充てん材)を
厚さ 2 1 1nm以上充てんする。
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